
 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：先進理工学研究科 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                 

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した 2022 年  7 月  会議名：先進理工学研究科運営委員会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない  2022  年 11 月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

●研究科 

学修成果１．科学技術に関する広い知識を身に着ける。 

学修成果２．人文・社会科学系の知識を含む幅広い教養を備える。 

学修成果３．各専攻で必要とされる基礎的科学技術とその根幹にある基礎学問を軸とする教育研究のための基礎知識、スキル、態度を身に着ける。 

学修成果４．各専門分野の深化・発展に貢献、新しい学問領域に創造的に取り組むことが可能となる専門的知識、スキル、態度を身に着ける。 

●物理学及応用物理学専攻 

学修成果１． 数理物理学，原子核・素粒子理論，素粒子・放射線実験，宇宙物理学，物性理論，凝縮系物理学，生物物理学，情報・物理工学における専門知識の習得。 

修士(理学）：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野の専門知識の習得。 



 

修士(工学)：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野の専門知識の習得。 

博士(理学）：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野のより実践的な専門知識の習得。 

博士(工学)：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野のより実践的な専門知識の習得。 

学修成果２． 数理物理学，原子核・素粒子理論，素粒子・放射線実験，宇宙物理学，物性理論，凝縮系物理学，生物物理学，情報・物理工学における専門技術の習得。 

修士(理学）：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野の専門技術の習得。 

修士(工学)：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野の専門技術の習得。 

博士(理学）：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野のより実践的な専門技術の習得。 

博士(工学)：講義・演習科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野のより実践的な専門技術の習得。 

学修成果３． 数理物理学，原子核・素粒子理論，素粒子・放射線実験，宇宙物理学，物性理論，凝縮系物理学，生物物理学，情報・物理工学における研究手法の習得。 

修士(理学）：研究指導科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野の研究手法の修得。 

修士(工学)：研究指導科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野の研究手法の修得。 

博士(理学）：研究指導科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野のより実践的な研究手法の修得。 

博士(工学)：研究指導科目の履修による現代物理学とその応用に関する諸分野のより実践的な研究手法の修得。 

学修成果４． 現代物理学とその応用研究を開拓する進取の精神の修得。 

修士(理学）：研究指導科目の履修による現代物理学の課題解決の研究に挑戦する進取の精神の修得。 

修士(工学)：研究指導科目の履修による現代物理学の工学的応用の研究に挑戦する進取の精神の修得. 

博士(理学）：研究指導科目の履修による現代物理学の課題解決の研究に挑戦する進取の精神の修得。 

博士(工学)：研究指導科目の履修による現代物理学の工学的応用の研究に挑戦する進取の精神の修得。 

学修成果５． 現代物理学とその工学的応用分野での研究展開能力(現代物理学とその工学的応用について重要な課題を発見して研究計画を立案する能力)の修得。 

博士(理学）：研究指導科目の履修による現代物理学の先端的課題を解決する研究展開能力の修得。 

博士(工学)：研究指導科目の履修による現代物理学の工学的応用を開拓する研究展開能力の修得。 

学修成果６． 現代物理学とその工学的応用分野での研究情報発信能力(文章並びに口頭でのプレゼンテーション能力，コミュニケーション能力)の修得。 

博士(理学）：研究指導科目の履修による現代物理学の先端的課題解決に関する研究情報発信能力の修得。 

博士(工学)：研究指導科目の履修による現代物理学の工学的応用開拓に関する研究情報発信能力の修得。 

●化学・生命化学専攻 

学修成果１．  

[修士課程] 



 

無機・分析化学，有機化学，物理化学，または生命化学分野の専門的な知識を習得する． 

[博士課程] 

優れた研究成果をあげて論文を学術雑誌に発表する． 

学修成果２． 

 [修士課程] 

無機・分析化学，有機化学，物理化学，または生命化学分野の高度な実験操作を習得する． 

学修成果３． 

 [修士課程] 

自然科学の研究者としての正しい倫理観を身につける。 

学修成果４．  

[修士課程] 

研究成果を適切にまとめ、国内外の学会で発表する能力を身につける。 

学修成果５． 

 [修士課程] 

研究を通じて自発的に自ら問題を発見し解決する能力を身につける 

●応用化学専攻 

学修成果１． 

修士は先端の化学の専門知識、化学に関係する分野の知識と、現代社会の課題と持続可能性についての知識を有し、活用できる。博士は最先端化学の深い専門知識、化学

に関係する広範な分野の知識と、現代社会の課題と持続可能性についての高度な知識を有し、自在に活用できる。 

学修成果２． 

学術的および社会的課題を発見し、その解決方法を設計する実践力および姿勢を有している。 

学修成果３． 

化学の学術的価値および社会的価値を創出する研究力および姿勢を有している。 

●生命医科学専攻 

学修成果１． 分子・細胞レベルで生命現象を理解・探求する力を身につける。 

学修成果２． 生命科学・医科学研究を推進する際の道具として物理・化学・数学・情報科学を使いこなす力を身につける。 

学修成果３． 理工学と生命科学の知識を統合し，先端バイオテクノロジーを開発する力を身につける。 



 

学修成果４． 基礎医学と医工学を学び，病気の原因の探求や診断・治療技術を開発する力を身につける。 

学修成果５． 最先端の生命科学研究事例を理解し，独創的な研究をグローバルに展開する力を身につける 

●電気・情報生命専攻 

学修成果１． 電気工学を主として学ぶ者は、電力・エネルギー応用システムのための電気・エネルギー系専門知識を身に付け、国際性豊かなコミュニケーション力を身に

付けることができる。 

学修成果２． 電子工学を主として学ぶ者は、ナノサイエンスや医用エレクトロニクスを応用するための電子・材料系専門知識を身に付け、国際性豊かなコミュニケーシ

ョン力を身に付けることができる。 

学修成果３． 情報工学を主として学ぶ者は、システムデザインやデータサイエンスのための制御・情報系専門知識を応用するための技能を身に付け、国際性豊かなコミ

ュニケーション力を身に付けることができる。 

学修成果４． 生物工学を主として学ぶ者は、生物工学を理解するための生命システムの動作原理の専門知識を応用するための技能を身に付け、国際性豊かなコミュニケ

ーション力を身に付けることができる。 

学修成果５． 本専攻が編成する複数の専門分野にまたがって工学を学ぶ者は、融合領域研究を推進するための俯瞰的な知識を応用するための技能を身に付け、国際性豊

かなコミュニケーション力を身に付けることができる。 

学修成果６． 電気科学を主として学ぶ者は、電力・エネルギーシステムのための電気・エネルギー系専門知識を探究する能力を身に付け、国際性豊かなコミュニケーショ

ン力を身に付けることができる。 

学修成果７． 物性科学を主として学ぶ者は、ナノサイエンスや医用エレクトロニクスのための電子・材料系専門知識を探究する能力を身に付け、国際性豊かなコミュニ

ケーション力を身に付けることができる。 

学修成果８． 情報科学を主として学ぶ者は、システムデザインやデータサイエンスのための制御・情報系専門知識を探究する能力を身に付け、国際性豊かなコミュニケ

ーション力を身に付けることができる。 

学修成果９． 生命科学を主として学ぶ者は、生命科学を理解するための生命システムの動作原理の専門知識を探究する能力を身に付け、国際性豊かなコミュニケーショ

ン力を身に付けることができる。 

学修成果１０． 本専攻が編成する複数の専門分野にまたがって自然科学を学ぶ者は、融合領域研究を推進するための俯瞰的な知識を探究する能力を身に付け、国際性豊

かなコミュニケーション力を身に付けることができる。 

学修成果１１． 本専攻で学ぶ者は全て、学修態度・志向性について、研究倫理を身に付けることができる。 

●生命理工学専攻 

学修成果１． 機械工学、物理学、化学、または人間科学を中心とした生命理工学各分野の基礎的な専門知識を習得する。 

学修成果２． 生物学、または物理学を中心とした生命理工学各分野の基礎的な専門知識を習得する。 



 

学修成果３． 機械工学、物理学、化学、または人間科学を中心とした生命理工学各分野の発展的な専門知識を習得する。 

学修成果４． 生物学、または物理学を中心とした生命理工学各分野の発展的な専門知識を習得する。 

学修成果５． 生命倫理に係る知識を習得する。 

学修成果６． 専門分野の異なる学生と学際的課題に関するグループワークを行い、わかりやすくプレゼンテーションする能力を獲得する。 

学修成果７． 研究指導、演習科目を通じて、研究推進に直接必要な知識を獲得しつつ、論理的に構成する力、表現する力を習得する。 

学修成果８． 研究に対して主体的に取り組む態度を涵養する。 

学修成果９． 修士論文研究、博士論文研究を通じて、問題の本質を見出す力、自ら構想する力、学際的専門知識を活用して課題を解決する力を習得する。 

学修成果１０． 学術的価値のある修士論文、博士論文を書く力を身に着ける。なお、博士課程の研究においては、査読付きのオリジナル論文を規定の数以上発表する。 

●ナノ理工学専攻 

学修成果１．  

（理学）修士・博士 

物理化学現象をそれらの基本原理から理解し、真理を探究する知識と能力をつける。 

（工学）修士・博士 

物理化学現象をそれらの基本原理から理解し、基礎知識を応用する技術と能力をつける。 

学修成果２．  

（理学）修士・博士 

科学・技術に対する現代社会の要請を的確に把握・理解し、新しい研究分野・体系を構築する創造力をつける。 

（工学）修士・博士 

科学・技術に対する現代社会の要請を的確に把握・理解し、新しい研究分野・体系を構築する創造力をつける 

学修成果３．  

（理学）修士・博士 

国際性豊かなコミュニケーション力により研究を推進できる。 

（工学）修士・博士 

国際性豊かなコミュニケーション力により研究を推進でき、成果を社会へと還元できる。 

学修成果４．  

（理学）修士・博士 

主体的に問題を解決する能力に加えて、多様な人々と協働して問題を解決する能力とを備え、様々な問題の解決に当たることができる姿勢。 



 

（工学）修士・博士 

主体的に問題を解決する能力に加えて、多様な人々と協働して問題を解決する能力とを備え、様々な問題の解決に当たることができる姿勢。 

●共同先端生命医科学専攻 

学修成果１． 臨床研究特論、医療レギュラトリーサイエンス特論科目や演習科目、GLP/GCP/GMP 概論科目の履修により医療レギュラトリーサイエンス分野の専門知

識を幅広く習得し、学術論文の執筆に応用する能力を身に付ける。 

学修成果２． 先端医療演習や共同先端医療現場実習によって、医療レギュラトリーサイエンス分野の異分野融合を体験することで、研究・開発・審査・医療・患者・社会

などの多角的な立場で思考できる能力を身に付ける。 

学修成果３． 生命・医療倫理特論科目による正しい生命倫理の理解から、それを実践するための思考力・判断力を身に付ける。 

学修成果４． 生物統計学特論・演習科目の履修により、薬事や医療の現状調査から得られた数値データを客観的に捉え、統計的手法により分析した結果を基に論理を構

成する能力を習得する。 

学修成果５． 医療 RS セミナー演習科目の履修と研究指導により、国際的な比較調査とコミュニケーションによって、医療と社会の間に潜在する問題を発見できる力を習

得する。 

学修成果６． 医療 RS セミナー演習科目の履修と研究指導により、生命科学・医療・社会の事象を多面的に捉え、医療の現状を健全に批判し、近未来で起こりうる問題を

予測して解決策の設定や建設的な提案を行うことによってプレゼンテーションやコミュニケーション能力を養う。 

●共同先進健康科学専攻 

学修成果１． 学生は、理学・工学・農学の領域において、基礎的な知識を身につける  

学修成果２． 学生は、生命科学・環境科学・食科学のいずれかに関する最先端の専門知識や実験・計測技術を身につける  

学修成果３． 学生は、健康科学分野における研究者や技術者としての研究倫理・社会的使命を心得る  

学修成果４． 学生は、博士論文研究に関する活動を通じて、実践的な研究能力を備え、研究成果を効果的に発信・議論するコミュニ ケーション能力を身に付ける 

●共同原子力専攻 

修士（理学）学修成果１． 研究倫理に係る科目を履修し，原子力工学に携わる技術者，研究者として高い倫理観と深い教養を持ち，グローバル化する社会とのコミュニケ

ーション能力を有し，社会に貢献できる。 

修士（理学）学修成果２． 原子力専門科目を履修し，原子力および放射線にかかわる専門分野の知識と技術を身につける。 

修士（理学）学修成果３． 原子力および放射線の分野において，修得した専門知識と研究能力を用いて既存の問題点や課題を明らかにするとともに，これらの具体的な解

決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できる。 

修士（理学）学修成果４． 原子力および放射線の分野における専門分野の高度な知識と学際的な理論展開力を身につける。 

修士（理学）学修成果５． 東京都市大学の原子力専門科目を履修し，原子力および放射線にかかわる専門分野の知識と技術を身につける。 



 

修士（工学）学修成果１． 研究倫理に係る科目を履修し，原子力工学に携わる技術者，研究者として高い倫理観と深い教養を持ち，グローバル化する社会とのコミュニケ

ーション能力を有し，社会に貢献できる。 

修士（工学）学修成果２． 原子力専門科目を履修し，原子力および放射線にかかわる専門分野の知識と技術を身につける。 

修士（工学）学修成果３． 原子力および放射線の分野において，修得した専門知識と研究能力を用いて既存の問題点や課題を明らかにするとともに，これらの具体的な解

決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できる。 

修士（工学）学修成果４． 原子力および放射線の分野における専門分野の高度な知識とそれらを実社会に応用するための技術を身につける。 

修士（工学）学修成果５． 東京都市大学の原子力専門科目を履修し，原子力および放射線にかかわる専門分野の知識と技術を身につける。 

博士（理学）学修成果１． 研究倫理に係る科目を履修し，原子力工学に携わる技術者，研究者として高い倫理観と深い教養を持ち，グローバル化する社会とのコミュニケ

ーション能力を有し，社会に貢献できる。 

博士（理学）学修成果２． 原子力および放射線の分野において，修得した専門知識と研究能力を用いて既存の問題点や課題を明らかにするとともに，これらの具体的な解

決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できる。 

博士（理学）学修成果３． 原子力および放射線の分野における専門分野の卓越した知識と学際的な理論展開力を身につけ，新たな問題点や課題を明らかにすることがで

きる。 

博士（理学）学修成果４． 新たな問題点や課題の具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮できる。 

博士（工学）学修成果１． 研究倫理に係る科目を履修し，原子力工学に携わる技術者，研究者として高い倫理観と深い教養を持ち，グローバル化する社会とのコミュニケ

ーション能力を有し，社会に貢献できる。 

博士（工学）学修成果２． 原子力および放射線の分野において，修得した専門知識と研究能力を用いて既存の問題点や課題を明らかにするとともに，これらの具体的な解

決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できる。 

博士（工学）学修成果３． 原子力および放射線の分野における専門分野の卓越した知識とそれらを実社会に応用するための技術を身につけ，新たな問題点や課題を明ら

かにすることができる。 

博士（工学）学修成果４． 新たな問題点や課題の具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮できる。 

●先進理工学専攻 

学修成果１．物理学の工学的応用における専門知識、専門技術、研究手法、研究展開能力（物理学の工学的応用について重要な課題を発見して研究計画を立案する能力）、

研究情報発信能力（文章並びに口頭でのプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力）を習得する。 

学修成果２．現代物理学における専門知識、専門技術、研究手法、研究展開能力（現代物理学について重要な課題を発見して研究計画を立案する能力）、研究情報発信能力

（文章並びに口頭でのプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力）を習得する。 

学修成果３．純粋化学の分野において，物理化学・有機化学・無機化学における新たな真理を明らかにして化学を発展させるために必要な研究計画の立案方法，物質の合



 

成方法，物性測定・解析法，研究結果を総合して学術論文や学位論文を作成する能力を習得する。 

学修成果４．応用化学の分野において，社会で役立つ化学と化学技術に関する学問を学び，それらの社会実装に資する実践的方法論を修得する。機能材料創製や，環境・

エネルギー分野の課題解決はその例である。 

学修成果５．生命科学における理論・計測・解析に必要な学問を学び、それらを基盤とした実践的研究を通して実験手法や方法論を修得する。 

学修成果６．電気・電子・情報・通信系の学問・技術領域を基盤として、実社会の課題解決に資する研究を展開するための実験方法と方法論を修得する。 

 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

アドミッションポリシー 21 年 10 月 ・一貫制博士課程一般入試の実施時期変更（7 月および 1

月の年 2 回から 7 月の年 1 回に変更） 

・一貫制博士課程推薦入試新設（12 月出願） 

・一般入試を年 2 回実施していたが、

12 月出願はほぼ当学在学生からの出願

となるため、一貫制博士課程一般入試

の12月出願を廃止する一方で推薦入試

を新設した。 

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☐設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☒設定していない  2023  年 6 月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☐学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☐学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☐測定時期を明確にしている 

☐どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

 



 

 

※以下は該当する学部・研究科のみ記載 

確認事項 3-2   2020 年度認証評価における指摘事項への対応②  指摘事項： 学位授与方針を授与する学位ごとに定めていない     

該当箇所： 基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、経済学研究科、法学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、先進理工学研究科、 

環境・エネルギー研究科修士課程、人間科学研究科修士課程 

（１）指摘事項への対応を行った 

☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☒前回報告以降に対応も

しくは修正 

 2022 年 7 月  会議名：基幹理工学研究科運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の学位授与方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表していない 公表予定時期： 

（３）変更後の内容 

●研究科 

早稲田大学の総合性・独創性を活かし，体系的な教育課程と，全学的な教育環境と学生生活環境のもとに，多様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み，地球社会

に主体的に貢献できる人材を育成する。 

先進理工学研究科においては，世界第一線級の研究・教育環境の実現を目標に学理の探求と実践に努め，社会と共生しながら学際的・先端的な学問領域を開拓していく。

そして，理学と工学の双方向の活発な交流を基礎として，大学院教育の場としての三機能，すなわち「研究（知の創造）」，「教育（知の継承）」，「社会への実践的貢

献（知の活用）」を実現し，この中で，修得した専門知識を基盤として新分野へ果敢に挑戦しかつ新しい領域を開拓できる研究者・技術者を育成することを目標とする。

すなわち，修士課程修了者は研究・技術開発職やシステム開発管理職として，また博士後期課程修了者は研究専門職あるいは技術開発リーダーとして，十分な資質と能力

を有する人材として育成し，社会に送り出すことを目標とする。 

●物理学及応用物理学専攻 

物理学及応用物理学専攻では，現代物理学の重要な課題とその工学的応用について教育研究活動を行っている。修士(理学），修士(工学），博士(理学），博士(工学）の全て

において、現代物理学とその応用に関する最先端の専門知識・技術と研究手法，及び，未開拓の領域に挑戦することのできる能力，すなわち課題発見・解決能力，ならび

に情報発信・コミュニケーション能力を習得することは必須である。さらに，各学位において，以下のような方針で各学位を授与する。修士(理学）：現代物理学の専門知

識・技術と課題を解決する研究能力の修得。修士(工学）：現代物理学の応用に関する専門知識・技術と研究能力の修得。博士(理学）：現代物理学の先端的課題を解決する

実践的研究能力の修得。博士(工学)：現代物理学の応用研究を開拓する実践的研究能力の修得 

●化学・生命化学専攻 



 

本専攻では、物理化学、有機化学、無機・分析化学、生命化学分野の高度な最先端の知識と実験法，研究倫理を習得し，自ら研究課題を見出して解決できる能力を育成す

る．修士課程において、各教員の研究指導のもとで研究を行い、研究成果を修士論文としてまとめる。修士論文の審査を行い、自然科学の本質を探究する知識・能力を有

し，倫理観を具備すると認められた場合に、修士（理学）の学位を授与する。博士課程においては、研究指導のもとで優れた研究成果をあげて論文を学術誌に発表して、

博士論文としてまとめる。博士論文の審査において、自然科学の高度な知識をもち，学問分野を発展させたと認められた場合には、博士（理学）の学位を授与する。 

●応用化学専攻 

最先端の化学の専門知識、化学に関係する広範な分野の知識と、現代社会の課題解決と持続可能な社会の実現に向けた化学の応用を学修する。学術的および社会的課題を

発見し、その解決方法を設計する実践力を培う。化学の学術的価値および社会的価値を創出する研究力を身につける。工学の基礎知識を応用する技術と能力を有して研究

者ないしエンジニアとして社会に貢献できる者に対して修士（工学）の、工学の幅広い知識を備えて応用を実現する技術と能力を有して研究開発をリードできる者に対し

て博士（工学）の学位を授与する。 

●生命医科学専攻 

ミクロやナノといった分子レベルで事象を捉える学問である物理と化学を基盤とし，主に分子生物学を中心に生命現象を理解しながら生命科学，医科学，医工学の知識を

身につける。これらの知識を活かし，理工系と医学系の 2 つの分野を融合させた新たな分野の研究を展開する力を身につける。修士論文の審査を行い、生命科学・医科学

領域において自然科学の観点から真理を探究する知識と能力を有すると認められた場合に、修士(理学)の学位を授与する。医科学・医工学領域において工学の基礎知識を

応用する技術と能力を有すると認められた場合に、修士(工学)を授与する。博士課程においては、研究指導のもとで独創的な研究を行い論文を国際誌・学会などで発表し、

研究成果を博士論文として まとめあげる。博士論文の審査において、自然科学の高度な知識と新たな真理を解明する能力を有すると認められた場合には、博士(理学)の学

位を授与する。工学の幅広い知識を備え、応用を実現する技術と能力を有する と認められた場合には、博士(工学)の学位を授与する。 

●電気・情報生命専攻 

生命・電気・電子・情報という広範な学問領域を、共通基礎科目および各領域に特化した専門科目を履修することにより体系的にそれぞれの領域の本質に触れるとともに、

異なる分野の多様な思考プロセスを俯瞰することにより、既存の学問領域の垣根を越えた視点から物事を捉える能力を身に付ける。そして、修士課程において、教員の研

究指導のもとで研究を行い、研究成果を修士論文としてまとめあげる。修士論文の審査を行い、電気工学、電子工学、情報工学の領域において工学の基礎知識を応用する

技術と能力を有すると認められた場合に、修士（工学）を授与する。また、生命科学、情報科学の領域において、自然科学の観点から真理を探究する知識と能力を有する

と認められた場合に、修士（理学）の学位を授与する。博士課程においては、研究指導のもとで独創的な研究を行い数編の論文を国際誌・学会などで発表し、研究成果を

博士論文としてまとめあげる。博士論文の審査において、工学の幅広い知識を備え、応用を実現する技術と能力を有すると認められた場合には、博士（工学）の学位を授

与する。また、自然科学の高度な知識と新たな真理を解明する能力を有すると認められた場合には、博士（理学）の学位を授与する。 

修士（工学）工学の基礎知識を応用する技術と能力を有する。 

博士（工学）工学の幅広い知識を備え、応用を実現する技術と能力を有する。 

修士（理学）自然科学の観点から真理を探究する知識と能力を有する。 



 

博士（理学）自然科学の高度な知識と新たな真理を解明する能力を有する。 

●生命理工学専攻 

生命理工学専攻は、複数の学科、学術院から教員が参画して、“工学”と”理学“の融合を図り、さらに東京女子医科大学の“医学”も加えた独創的な教育、研究環境の整備を

進めてきた。教育、研究の多くは、先端生命医科学センター（TWIns）において展開される。バックグラウンドの異なる教員が集結し、独創的な研究を行う環境を整備し

ている。本専攻では、社会のニーズに合致したバイオ新産業に果敢に挑戦できるエンジニアや生物学研究の最先端を切り拓く人材を育成することを目的としている。この

ために、研究に対して主体的に取り組み、専門分野の異なる学生と学際的課題に関するグループワークを行い、わかりやすくプレゼンテーションする能力、生命倫理に係

る知識、問題の本質を見出す力、自ら構想する力、学際的専門知識を活用して課題を解決する力を習得し、学術的価値のある論文を書く力を身につけたものに修士の学位

を与え、それらを発展させ自ら研究を切り拓く能力を身につけたものに博士の学位を与える。具体的には、修士課程では、上記の知識、能力に加えて、機械工学、物理学、

化学、または人間科学における基礎的な専門的知識を習得し、審査において修士論文が学術的な価値を持つと認められた場合に修士（工学）を授与する。また、上記の知

識、能力に加えて、生物学、または物理学における基礎的な専門的知識を習得し、審査において修士論文が学術的な価値を持つと認められた場合に修士（理学）の学位を

授与する。博士課程では、上記の知識、能力に加えて、機械工学、物理学、化学、または人間科学における発展的な専門的知識を習得し、査読付きのオリジナル論文を既

定の数以上発表し、審査において博士論文が学術的な価値を持つと認められた場合に博士（工学）を授与する。また、上記の知識、能力に加えて、生物学、または物理学

における発展的な専門的知識を習得し、査読付きのオリジナル論文を既定の数以上発表し、審査において博士論文が学術的な価値を持つと認められた場合に博士（理学）

の学位を授与する。 

●ナノ理工学専攻 

ナノ理工学専攻には、ナノエレクトロニクス分野、ナノケミストリー分野、ナノ基礎物性分野があり、それぞれの特徴を活かした専門分野を構成している。原子・分子ス

ケールから理解を深めるナノサイエンスおよびナノテクノロジーは、あらゆる科学技術分野における基礎・基盤をなす学問分野であり、本専攻では上記３分野に属する専

門家が多様かつ相補的・融合的な専門教育・研究指導を提供する。修士課程においては、専門的な講義・演習の受講に加えて教員の研究指導の下で研究を行い、研究成果

を修士論文としてまとめ上げる。研究実施においては、特に、国際会議での発表や英語論文の投稿を始めとする成果の発信も推奨している。修士論文の審査において、自

然科学の観点から真理を探究する知識と能力を有すると認められた場合に修士（理学）の学位を授与する。また、工学の基礎知識を応用する技術と能力を有すると認めら

れた場合に修士（工学）の学位を授与する。博士課程においては、教員の研究指導の下で独創的な研究を行い、国際会議や論文にて成果を発表する。それらの成果を博士

論文としてまとめ上げる。博士論文の審査において、自然科学の高度な知識と新たな真理を探求するための能力を有すると認められた場合には、博士（理学）の学位を授

与する。また、工学の幅広い知識を備え、その応用を実現する技術と能力を有すると認められた場合には、博士（工学）の学位を授与する。 

●共同先端生命医科学専攻 

医療レギュラトリーサイエンスは、生命科学・医薬・医療機器・医療技術・医療政策の社会実装における評価・予測・調整・決断を科学的根拠に基づいて行うために、自

然科学（医学・工学）のみならず、社会科学（経済学・経営学・法学など）や人文科学（倫理学・心理学など）を融合的に体系化するものである。従って、(1) 医療レギ

ュラトリーサイエンス研究分野の研究の手法と専門知識とを習得しており、当該分野の専門家やリーダーとして活動し、社会への実践的貢献（知の活用）ができる能力が



 

あると認められ、かつ、(2)新規課題の発見と調査分析、評価尺度や技術標準の提案、実験分析手法の開発、課題解決策や政策の立案などに関する科学研究を行い、少なく

とも 1 報の原著論文（英文）が受理され、博士論文を提出した者に学位を授与する。 

●共同先進健康科学専攻 

・共同先進健康科学専攻は、その特徴である領域融合型の大学院教育研究を通じて、多様な課題に対し解決能力と探究能力を発揮しうる人材の育成することを主眼として

いる。豊かな教養と国際感覚を養い、高い倫理観を有する人材を養成することを教育研究上の理念としている。具体的には、早稲田大学と東京農工大学との共同大学院カ

リキュラムの履修により下記の能力を身に付ける。・理学・農学・工学に関する基礎的な知識に加え、生命科学・環境科学・食科学のいずれかに関する最先端の専門知識を

習得し、これを活用する能力を身につける。・博士論文研究に関する調査や指導を通じて、健康科学分野を構成する学際領域から課題を発見し、実践的な研究を行う能力

を身につける。・健康科学分野における研究者や技術者の社会的使命を心得て、科学研究成果の社会実装にむけた研究開発リーダーとなりうる素養を身につける。・専攻が

主催するセミナーを通じ、研究成果を効果的な発信・議論に必要な実践的なプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を身につける。・博士論文研究に関する査

読付き論文を発表し、博士論文に係る試験および審査に合格することで、健康科学に関する高度な知識と応用を実現する能力を有すると認め、学位を授与する。 

●共同原子力専攻 

エネルギー安全保障や環境問題に大きな関わりを持つ原子力工学に携わる技術者，研究者として高い倫理観と深い教養を持ち，グローバル化する社会で求められるコミュ

ニケーション能力を兼ね備えた人材を育成する。原子力および放射線にかかわる専門分野の知識と技術を身につけた人材の育成を目標とする。原子力および放射線の分野

において，修得した専門知識と研究能力を用いて既存の問題点や課題を明らかにするとともに，これらの具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決で

きる能力を有している人材を育成し，社会に送り出すことを目標とする。修士（理学）の授与を受ける者については，これらに加え，原子力および放射線の分野における

専門分野の高度な知識と学際的な理論展開力を身につけた人材を育成する。修士（工学）の授与を受ける者については，これらに加え，原子力および放射線の分野におけ

る専門分野の高度な知識とそれらを実社会に応用するための技術を身につけた人材を育成する。博士（理学）の授与を受ける者については，これらに加え，原子力および

放射線の分野における専門分野の卓越した知識と学際的な理論展開力を身につけ，新たな問題点や課題を明らかにするとともに，これらの具体的な解決方法を見い出し，

それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮できる人材を育成する。博士（工学）の授与を受ける者については，これらに加え，原子力および放

射線の分野における専門分野の卓越した知識とそれらを実社会に応用するための技術を身につけ，新たな問題点や課題を明らかにするとともに，これらの具体的な解決方

法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮できる人材を育成する。以上に加え，共同大学院相手校（東京都市大学）の定めるデ

ィプロマ・ポリシーを反映し，両校の特色を生かした総合理工学としての原子力の課題発見力および解決力を身につけた人材の育成を目指す。 

●先進理工学専攻 

物理・化学・生命科学・工学の各領域に特化した専門科目、広範な領域を俯瞰し、課題設定・解決に資する広い視野を養う俯瞰科目、学外機関での研修を通して産官学の

連携を体験する進取科目を体系的に履修することにより、国際社会が抱える課題に取り組む理工系博士人材として必要な能力を身に付ける。博士課程においては、研究指

導のもとで独創的な研究を行い数編の論文を国際誌・学会で発表し、研究成果を博士論文としてまとめる。博士論文の審査において、自然科学の高度な知識と新たな真理

を解明する能力を有すると認められた場合には、博士（理学）の学位を授与する。また工学の幅広い知識を備え、実社会に応用する技術と能力を有すると認められた場合



 

には、博士（工学）の学位を授与する。博士（理学）自然科学の高度な知識と新たな真理を解明する能力を有する。博士（工学）工学の幅広い知識を備え、応用を実現す

る技術と能力を有する。 

 

確認事項 3-4   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応④  指摘事項：  教育課程の編成・実施方針を学位課程ごとに設定していない。    

該当箇所： 政治学研究科、法学研究科、文学研究科、商学研究科、創造理工学研究科、先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科、社会科学研究科、 

人間科学研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 

☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☒前回報告以降に対応も

しくは修正 

 2022  年 7 月  会議名：先進理工学研究科運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の教育課程の編成・実施方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☒公表していない 公表予定時期：2022 年 11 月 大学点検・評価委員会確認後 

（３）変更後の内容 

●研究科 

現代社会では世界規模で急速な科学技術の進歩，特に多様な学問分野の融合による新しい学際的な領域の形成が起こっており，これらの変革に対応し，常に最先端のグロ

ーバルな場で活躍できる人材の育成が必要とされる。そこで本研究科では，学際領域の分野を扱う専攻を複数設置して人材の育成にあたる。本研究科は，学部において各

専門分野に応じた基礎学問体系を着実に修得した学生を受け入れ，その専門性をさらに深めると同時に，ほかの専門領域にも展開し新たな融合領域を開拓しうる能力（す

なわち実践力）も涵養できるような教育課程を提供する。これらを実現するため，基礎である各専攻の専門科目，研究者としての思考方法を学ぶための研究部門ごとの研

究指導・演習科目を設置する。さらに，学際的な領域の修得をより効果的に促進するため，学部・大学院合併科目の設置や，本研究科への進学内定者が学部 4 年次に大学

院科目の履修を行える先取り履修制度，さらに他専門分野の学部に設置されている基礎的科目を履修できる後取り履修制度を設け，学際的分野の知識を円滑に修得できる

ようにする。加えて，研究倫理の修得にも重点を置いた教育課程を編成・実施する。 

●物理学及応用物理学専攻 

当専攻での学修においては，学部の物理学科，応用物理学科卒業と同程度の学識を身につけていることを前提としており，その基礎に立脚して以下のような方針で学修を

進める。修士(理学），修士(工学），博士(理学），博士(工学）の全てに共通する事項として，物理学及応用物理学の主要な研究分野である数理物理学，原子核・素粒子理論，

素粒子・放射線実験，宇宙物理学，物性理論，凝縮系物理学，生物物理学，情報・物理工学について最先端の専門知識と研究手法を学び，現代物理学の課題解決及び工学

的応用の研究に従事することによって，実践的研究能力（課題発見能力，課題解決能力，文章並びに口頭でのプレゼンテーション能力，コミュニケーション能力）を習得

する。さらに，各学位において，以下の方針で学修を進める。修士(理学）：現代物理学の専門知識・技術と課題を解決する研究能力の学修。修士(工学）：現代物理学の応



 

用に関する専門知識・技術と研究能力の学修。博士(理学）：現代物理学の先端的課題を解決する実践的研究能力の学修。博士(工学)：現代物理学の応用研究を開拓する実

践的研究能力の学修。 

●化学・生命化学専攻 

各部門（物理化学、有機化学、無機・分析化学、生命化学）において、各教員による研究指導と演習科目を設置している．修士課程においては、指導教員が担当する演習

科目 A,B,C,D を必ず履修する必要がある。それらに加えて，特論科目と研究倫理科目が設置されている．また、履修することが望ましいコア科目と推奨科目が設置されて

おり、所定の単位を取得する必要がある。博士課程においては、必修科目である研究倫理科目と Doctoral Student Technical Writing のほか、所定の講義科目の単位を取得

する必要がある。 

●応用化学専攻 

最先端の化学、関連分野、および社会課題と持続可能性への化学の応用を教授する多数の講義科目を設置している。課題の発見および解決方法の設計を可能とする実践力

を培う演習科目を設置している。化学に関連する学術的価値および社会的価値を創出する研究力を養う研究指導および修士論文・博士論文を設置している。 

●生命医科学専攻 

講義科目では、理工学系、生命科学系、医学系の専門科目に加えて、実際の研究・開発に必要となる情報科学や研究倫理をバランスよく学ぶ。配属研究室において化学物

質や分析装置の取扱い、遺伝子・タンパク質の取扱い、細胞培養、動物実験を実践的に学び、さらにバイオイメージングやバイオマテリアルを用いた最新のバイオテクノ

ロジーを身につける。これらの知識と技術を活かし、修士課程では実践的な研究を行い修士論文にまとめ、その遂行能力と論文執筆の能力を評価する。博士課程では研究

指導のもと独創的な研究を行い、国際学会や国際誌で発表し、博士論文としてまとめる能力を身につける。 

●電気・情報生命専攻 

生命・電気・電子・情報という広い学問領域の中で、自身の適性や修得すべき知識・技術を見出すことが可能となるように、研究分野と学科目との関連性を履修ロードマ

ップという形式で明示し、多様な科目の中から主体的に履修できるように設計している。 

●生命理工学専攻 

学際領域専攻としての特徴を生かすため、バックグラウンドの異なる教員が生命理工学に係る多様な特論科目を用意している。また、先端医療の見学を通じた議論や、生

体工学分野のものづくりや電子工作を体験できる実習科目を用意している。なお、2001 年の開設当初から、生命理工学分野に不可欠な倫理教育科目と、様々なバックグラ

ウンドを有する学生が共通の課題に向かってグループワークを行い、生命理工学専攻の教員と討論を行う２つの必須特論科目を用意している。 

●ナノ理工学専攻 

本専攻は学際領域専攻として位置付けられる。学部教育で身につけた基礎知識を基に、学生はナノサイエンスおよびナノテクノロジーに関する教育を全く新しい環境で受

けることになる。ナノエレクトロニクス分野、ナノケミストリー分野、ナノ基礎物性分野の 3 分野があり、専攻内に共通する講義、それぞれの分野内に研究指導と演習、

講義科目が設置されている。いずれかの研究分野に所属して研究指導教員の指導に基づき、分野内の科目を中心に履修する。修士（理学）の学位を取得しようとする学生

に対しては、全く新しい学問領域を協力して開拓するために必要な能力を身につけるための教育を行う。修士（工学）の学位を取得しようとする学生に対しては、新産業



 

創出に貢献する能力を身につけるための教育を行う。博士（理学）の学位を取得しようとする学生に対しては、全く新しい学問領域を独自に開拓する実践的な教育を行う。

博士（工学）の学位を取得しようとする学生に対しては、新産業創出に関わる実践的な教育を行う。 

●共同先端生命医科学専攻 

医療レギュラトリーサイエンス分野のディプロマ・ポリシーに掲げた内容の能力を涵養できるような教育課程を提供する。当該分野の専門知識である、生物統計学、生命・

医療倫理学、臨床研究、医療レギュラトリーサイエンスの特論科目を初年次春学期に設置する。更にそれに対応する演習科目、先端医療の現場での実習を初年次秋学期に

設置、2 年次には他分野の専門家と議論するセミナー科目を設置し、研究指導と連携して、多角的な思考力、判断力、分析力、論理構成能力、課題発見・解決・コミュニ

ケーション・プレゼンテーション能力を涵養する。なお、学修成果１から６は、学術論文の投稿と受理によって確認する。 

●共同先進健康科学専攻 

・早稲田大学と東京農工大学との共同大学院カリキュラムを横断的に履修可能とし、先進健康科学に関連する理学・農学・工学を結び付ける様々な専門分野に対応した専

門科目・総合科目、実践英語教育科目、プレゼンテーションや研究倫理などを含む演習科目を設置している。・専門科目の履修を通して、健康科学分野を構成する学際領域

の相互関連性を学び、生命科学・環境科学・食科学の学際領域における課題を発見する能力を養成する。また、実践英語教育科目により、プロフェッショナルコミュニケ

ーション、テクニカルプレゼンテーションによる国際的な英語技術修練に取り組む。演習科目である先進健康科学計画研究及び実践プレゼンテーション特論 I を通して、

解決課題力の養成、解決策を立案し実践する能力を養い、研究倫理を学ぶ。・上記の専門的知識やスキルを身に着けつつ、先進健康科学特論での博士論文研究の中間報告

を行い、査読付き論文発表に向けた研究指導を受け、独創的な研究展開力、課題設定力、技術開発力を習得させる。・実地研修による海外研修、国際学会発表への参加を促

し、国際的研究環境における実践的プレゼンテーション能力を養う。 

●共同原子力専攻 

東京都市大学と授業，演習，研究指導等の共同教育課程を編成し，総合理工学としての原子力の課題発見力および解決力を身につけるために，多彩なカリキュラムを提供

して，技術的にも人間的にも高い能力を有するグローバル人材を育成するための教育課程を編成する。さらに，コミュニケーション能力を高め，原子力の知識と技術を身

につけた専門家としての自己の将来設計を高めるための教育課程を編成する。原子力および放射線の分野において身につけた専門知識と研究能力を用いて，実社会での課

題を探求する問題発見・解決能力，並びに，これらの具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できる能力を修得するための教育課程を編成する。修

士（理学）課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の高度な知識と学際的な理論展開力を修得するための教育課程を編成する。修士（工学）

課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の高度な知識とそれらを実社会に応用するための技術を修得するための教育課程を編成する。博士

（理学）課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の卓越した知識と学際的な理論展開力を身につけ，新たな問題点や課題を明らかにすると

ともに，これらの具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮する能力を修得するための教育課程を編成する。博

士（工学）課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の卓越した知識とそれらを実社会に応用するための技術を身につけ，新たな問題点や課

題を明らかにするとともに，これらの具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮する能力を修得するための教育

課程を編成する。 



 

●先進理工学専攻 

履修すべき科目を専門科目、俯瞰科目、進取科目に分類することにより、理工系博士人材として必要な知識・技術を体系的に修得することを可能としている。また物理・

化学・生命科学・工学の各専門領域は多様な科目の中から学生自らが主体的に履修できるとともに、専攻独自の俯瞰的な科目を設置することによって広範な知識・技術の

学習を促すように設計している。専門科目：自身の研究課題を鑑み，指導教員と相談しながら理工学術院に設置されている科目を主として系統的に履修する。 俯瞰科目：

政治学研究科ジャーナリズムコースおよび創造理工学研究科経営デザイン専攻設置科目から自身に必要な知識に合わせて履修する。進取科目：研究機関または企業におい

て実習を行うことにより実社会の課題解決・社会実装のための方法論を学ぶ。 

 

確認事項 3-5   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑤  指摘事項：  教育課程の編成・実施方針を授与する学位ごとに定めていない。   

該当箇所： 教育学部、基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、経済学研究科、法学研究科修士課程、教育学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、

先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科修士課程、人間科学研究科修士課程、経営管理研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 

☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☒前回報告以降に対応もし

くは修正 

 2022  年 7 月  会議名：先進理工学研究科運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の教育課程の編成・実施方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☒公表していない 2022 年 11 月 大学点検・評価委員会確認後 

（３）変更後の内容 

●研究科 

現代社会では世界規模で急速な科学技術の進歩，特に多様な学問分野の融合による新しい学際的な領域の形成が起こっており，これらの変革に対応し，常に最先端のグロ

ーバルな場で活躍できる人材の育成が必要とされる。そこで本研究科では，学際領域の分野を扱う専攻を複数設置して人材の育成にあたる。本研究科は，学部において各

専門分野に応じた基礎学問体系を着実に修得した学生を受け入れ，その専門性をさらに深めると同時に，ほかの専門領域にも展開し新たな融合領域を開拓しうる能力（す

なわち実践力）も涵養できるような教育課程を提供する。これらを実現するため，基礎である各専攻の専門科目，研究者としての思考方法を学ぶための研究部門ごとの研

究指導・演習科目を設置する。さらに，学際的な領域の修得をより効果的に促進するため，学部・大学院合併科目の設置や，本研究科への進学内定者が学部 4 年次に大学

院科目の履修を行える先取り履修制度，さらに他専門分野の学部に設置されている基礎的科目を履修できる後取り履修制度を設け，学際的分野の知識を円滑に修得できる

ようにする。加えて，研究倫理の修得にも重点を置いた教育課程を編成・実施する。 

●物理学及応用物理学専攻 

当専攻での学修においては，学部の物理学科，応用物理学科卒業と同程度の学識を身につけていることを前提としており，その基礎に立脚して以下のような方針で学修を



 

進める。修士(理学），修士(工学），博士(理学），博士(工学）の全てに共通する事項として，物理学及応用物理学の主要な研究分野である数理物理学，原子核・素粒子理論，

素粒子・放射線実験，宇宙物理学，物性理論，凝縮系物理学，生物物理学，情報・物理工学について最先端の専門知識と研究手法を学び，現代物理学の課題解決及び工学

的応用の研究に従事することによって，実践的研究能力（課題発見能力，課題解決能力，文章並びに口頭でのプレゼンテーション能力，コミュニケーション能力）を習得

する。さらに，各学位において，以下の方針で学修を進める。修士(理学）：現代物理学の専門知識・技術と課題を解決する研究能力の学修。修士(工学）：現代物理学の応

用に関する専門知識・技術と研究能力の学修。博士(理学）：現代物理学の先端的課題を解決する実践的研究能力の学修。博士(工学)：現代物理学の応用研究を開拓する実

践的研究能力の学修。 

●化学・生命化学専攻 

各部門（物理化学、有機化学、無機・分析化学、生命化学）において、各教員による研究指導と演習科目を設置している．修士課程においては、指導教員が担当する演習

科目 A,B,C,D を必ず履修する必要がある。それらに加えて，特論科目と研究倫理科目が設置されている．また、履修することが望ましいコア科目と推奨科目が設置されて

おり、所定の単位を取得する必要がある。博士課程においては、必修科目である研究倫理科目と Doctoral Student Technical Writing のほか、所定の講義科目の単位を取得

する必要がある。 

●応用化学専攻 

最先端の化学、関連分野、および社会課題と持続可能性への化学の応用を教授する多数の講義科目を設置している。課題の発見および解決方法の設計を可能とする実践力

を培う演習科目を設置している。化学に関連する学術的価値および社会的価値を創出する研究力を養う研究指導および修士論文・博士論文を設置している。 

●生命医科学専攻 

講義科目では、理工学系、生命科学系、医学系の専門科目に加えて、実際の研究・開発に必要となる情報科学や研究倫理をバランスよく学ぶ。配属研究室において化学物

質や分析装置の取扱い、遺伝子・タンパク質の取扱い、細胞培養、動物実験を実践的に学び、さらにバイオイメージングやバイオマテリアルを用いた最新のバイオテクノ

ロジーを身につける。これらの知識と技術を活かし、修士課程では実践的な研究を行い修士論文にまとめ、その遂行能力と論文執筆の能力を評価する。博士課程では研究

指導のもと独創的な研究を行い、国際学会や国際誌で発表し、博士論文としてまとめる能力を身につける。 

●電気・情報生命専攻 

生命・電気・電子・情報という広い学問領域の中で、自身の適性や修得すべき知識・技術を見出すことが可能となるように、研究分野と学科目との関連性を履修ロードマ

ップという形式で明示し、多様な科目の中から主体的に履修できるように設計している。 

●生命理工学専攻 

学際領域専攻としての特徴を生かすため、バックグラウンドの異なる教員が生命理工学に係る多様な特論科目を用意している。また、先端医療の見学を通じた議論や、生

体工学分野のものづくりや電子工作を体験できる実習科目を用意している。なお、2001 年の開設当初から、生命理工学分野に不可欠な倫理教育科目と、様々なバックグラ

ウンドを有する学生が共通の課題に向かってグループワークを行い、生命理工学専攻の教員と討論を行う２つの必須特論科目を用意している。 

●ナノ理工学専攻 



 

本専攻は学際領域専攻として位置付けられる。学部教育で身につけた基礎知識を基に、学生はナノサイエンスおよびナノテクノロジーに関する教育を全く新しい環境で受

けることになる。ナノエレクトロニクス分野、ナノケミストリー分野、ナノ基礎物性分野の 3 分野があり、専攻内に共通する講義、それぞれの分野内に研究指導と演習、

講義科目が設置されている。いずれかの研究分野に所属して研究指導教員の指導に基づき、分野内の科目を中心に履修する。修士（理学）の学位を取得しようとする学生

に対しては、全く新しい学問領域を協力して開拓するために必要な能力を身につけるための教育を行う。修士（工学）の学位を取得しようとする学生に対しては、新産業

創出に貢献する能力を身につけるための教育を行う。博士（理学）の学位を取得しようとする学生に対しては、全く新しい学問領域を独自に開拓する実践的な教育を行う。

博士（工学）の学位を取得しようとする学生に対しては、新産業創出に関わる実践的な教育を行う。 

●共同先端生命医科学専攻 

医療レギュラトリーサイエンス分野のディプロマ・ポリシーに掲げた内容の能力を涵養できるような教育課程を提供する。当該分野の専門知識である、生物統計学、生命・

医療倫理学、臨床研究、医療レギュラトリーサイエンスの特論科目を初年次春学期に設置する。更にそれに対応する演習科目、先端医療の現場での実習を初年次秋学期に

設置、2 年次には他分野の専門家と議論するセミナー科目を設置し、研究指導と連携して、多角的な思考力、判断力、分析力、論理構成能力、課題発見・解決・コミュニ

ケーション・プレゼンテーション能力を涵養する。なお、学修成果１から６は、学術論文の投稿と受理によって確認する。 

●共同先進健康科学専攻 

・早稲田大学と東京農工大学との共同大学院カリキュラムを横断的に履修可能とし、先進健康科学に関連する理学・農学・工学を結び付ける様々な専門分野に対応した専

門科目・総合科目、実践英語教育科目、プレゼンテーションや研究倫理などを含む演習科目を設置している。・専門科目の履修を通して、健康科学分野を構成する学際領域

の相互関連性を学び、生命科学・環境科学・食科学の学際領域における課題を発見する能力を養成する。また、実践英語教育科目により、プロフェッショナルコミュニケ

ーション、テクニカルプレゼンテーションによる国際的な英語技術修練に取り組む。演習科目である先進健康科学計画研究及び実践プレゼンテーション特論 I を通して、

解決課題力の養成、解決策を立案し実践する能力を養い、研究倫理を学ぶ。・上記の専門的知識やスキルを身に着けつつ、先進健康科学特論での博士論文研究の中間報告

を行い、査読付き論文発表に向けた研究指導を受け、独創的な研究展開力、課題設定力、技術開発力を習得させる。・実地研修による海外研修、国際学会発表への参加を促

し、国際的研究環境における実践的プレゼンテーション能力を養う。 

●共同原子力専攻 

東京都市大学と授業，演習，研究指導等の共同教育課程を編成し，総合理工学としての原子力の課題発見力および解決力を身につけるために，多彩なカリキュラムを提供

して，技術的にも人間的にも高い能力を有するグローバル人材を育成するための教育課程を編成する。さらに，コミュニケーション能力を高め，原子力の知識と技術を身

につけた専門家としての自己の将来設計を高めるための教育課程を編成する。原子力および放射線の分野において身につけた専門知識と研究能力を用いて，実社会での課

題を探求する問題発見・解決能力，並びに，これらの具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できる能力を修得するための教育課程を編成する。修

士（理学）課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の高度な知識と学際的な理論展開力を修得するための教育課程を編成する。修士（工学）

課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の高度な知識とそれらを実社会に応用するための技術を修得するための教育課程を編成する。博士

（理学）課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の卓越した知識と学際的な理論展開力を身につけ，新たな問題点や課題を明らかにすると



 

 

 

ともに，これらの具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮する能力を修得するための教育課程を編成する。博

士（工学）課程では，これらに加え，原子力および放射線の分野における専門分野の卓越した知識とそれらを実社会に応用するための技術を身につけ，新たな問題点や課

題を明らかにするとともに，これらの具体的な解決方法を見い出し，それを自らの力で計画的に解決できるだけでなく，指導的な力を発揮する能力を修得するための教育

課程を編成する。 

●先進理工学専攻 

履修すべき科目を専門科目、俯瞰科目、進取科目に分類することにより、理工系博士人材として必要な知識・技術を体系的に修得することを可能としている。また物理・

化学・生命科学・工学の各専門領域は多様な科目の中から学生自らが主体的に履修できるとともに、専攻独自の俯瞰的な科目を設置することによって広範な知識・技術の

学習を促すように設計している。専門科目：自身の研究課題を鑑み，指導教員と相談しながら理工学術院に設置されている科目を主として系統的に履修する。 俯瞰科目：

政治学研究科ジャーナリズムコースおよび創造理工学研究科経営デザイン専攻設置科目から自身に必要な知識に合わせて履修する。進取科目：研究機関または企業におい

て実習を行うことにより実社会の課題解決・社会実装のための方法論を学ぶ。 

 

確認事項 3-7   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑦  指摘事項：  学生の受け入れ方針を学位課程ごとに設定していないため、これを定め公表 

                                      するよう是正されたい。 

該当箇所： 政治学研究科博士後期課程、経済学研究科、法学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科、 

社会科学研究科、スポーツ科学研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 

☒前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☐前回報告以降に対応も

しくは修正 

   年  月  会議名： 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の学生の受け入れ方針を公表している 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

（３）変更後の内容 

 

 



 

 

※確認事項 3-1、3-3、3-6、3-8、3-10は該当なし 

 

 

 

確認事項 3-9   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑨  指摘事項：  研究指導計画として研究指導の方法及びスケジュールを定めていないため、こ

れを定めあらかじめ学生に明示するよう是正されたい。                                    

該当箇所： 商学研究科修士課程、商学研究科博士後期課程、基幹理工学研究科修士課程、基幹理工学研究科博士後期課程、創造理工学研究科修士課程、創造理工

学研究科博士後期課程、先進理工学研究科修士課程、先進理工学研究科博士後期課程、環境・エネルギー研究科修士課程、環境・エネルギー研究科博

士後期課程、人間科学研究科修士課程、人間科学研究科博士後期課程、スポーツ科学研究科修士課程及びスポーツ科学研究科博士後期課程 

（１）指摘事項への対応を行った 

☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☒前回報告以降に対応も

しくは修正 

 2021  年 12 月  会議名：先進理工学研究科運営委員会 

⇒(2)を記入 ※変更後の内容を別途ご提出ください 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の研究指導計画を公表している 
☒公表されている ☒要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 
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